研究開発関連政策が及ぼす経済効果の定量的評価手法に関する調査 (中間報告) by 科学技術政策研究所第1研究グループ & 第1研究グループ

































第 1 章 調査研究の目的と方法 
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第 3 章 技術知識に関する調査 
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 Levy and Terleckyj（1983） では、政府研究開発の主要な効果は委託研究を通じた民間の
研究開発投資の誘発効果にあるとの考え方がとられ、マクロデータを用いた重回帰モデルで












































 推計によれば、(1)1$の Competitive Contractsは 5 centの民間研究開発費を促進するのに対
して、Non Competitive Contracts は 0.4 cent の民間研究開発費を減少させる。(2)来期の
Competitive Contracts は今期の民間研究開発費を 8 cent 増加させるのに対して来期の Non 
Competitive Contractsは 1 centの研究開発費を減少させる。さらに、(3)Competitive Contracts 






















































































   
 企業レベルのデータに基づいて税額控除制度の実効税率を推計する試みは、1980 年代前
半にいくつか行われてきた。例えば、Eisner, Albert and Sullivan(1984)は、Compustat Database
に収録されている企業 552社の 1980年―1982年の財務データ、McGraw-Hill Survey Data、
および米国商務省の Tax Return Dataを用いて「実効税率」を計測し、税額控除制度の R&D
促進効果は限定されたものであり、場合によっては阻害する可能性をも有していること、を
指摘した。また、Altshuler(1988)は、米国商務省の Tax Return Data(推計の対象期間は 1977
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表 2-1 税制と研究開発投資：先行研究の整理 





































OTA(Office of Tax 











































































上 の 非 金 融 企 業
5042 社を対象とす
る Panel Data) 
Cordes(1989)  実証研究のサーベイ  
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抽出。全 760学部（研究科、機関）（「全国試験研究機関名鑑 '97-'98」より）。 
○研究機関 
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今回の調査 3906.6 2368.3 10954.8 826.1 260.1
総務庁統計 455.6 241.1 1112.1 669.0 26.6
総務庁統計 
（資本金10億円以上） 2265.0 1414.8 6903.3 4135.4 149.8
今回の調査(計) 














































































































































全　　　体 8226.1　　化学工業 7286.5 　　機械工業 5378.2
　鉱　　　業 641.8 　　石油製品・石油製品工業 1814.8 　　電気機械工業 17825.3
　建　設　業 1434.4 　　プラスチック製品工業 5594.4 　　輸送用機械工業 25735.4
　製　造　業 9165.1　　ゴム製品工業 321.8 　　精密機械工業 6014.6
　　食品工業 3110.4　　窯　　　業 3908.2 　　その他の工業 3224.8
　　繊維工業 5181.8　　鉄　鋼　業 5073.4 　運輸・通信・公益業 4431.6
　　パルプ・紙鉱業 2134.7　　非鉄金属工業 4759.8 　そ　の　他 5605.8
































































































































































































































































































































































































ると、基礎研究は平均 4.9年かかっているのに対し、開発研究は 2.7年となっている。 


















































 また、研究開始年別に研究開発に要した期間を見ると、1959 年以前は平均 4.5 年であっ
たのが、1990 年以降は 2.6 年になっているなど、開始年が最近になるほど研究期間が短く
なる傾向が見られる。 
 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図表 3- 24 投じられた研究開発費総額と設備投資額・営業利益高の比率 
 全  体 基礎研究 応用研究 開発研究 
追加的な設備投資額 
      ／研究開発費総額 0.08  0.04  0.07  0.11 
年平均営業利益高×研究期間 































全体 515 308（20.7）142 96（11.3） 5 11 12 28 36 4 70 170 37
100.059.8 27.618.6 1.0 2.1 2.3 5.4 7.0 0.813.633.07.2
基礎研究 81 63（28.4）26 19（12.4） - 2 1 6 8 2 18 13 5
100.077.8 32.123.5 - 2.5 1.2 7.4 9.9 2.522.216.06.2
応用研究 196 128（26.0）70 40（10.8） 3 4 5 15 13 - 18 56 12
100.065.3 35.720.4 1.5 2.0 2.6 7.7 6.6 - 9.228.66.1
開発研究 223 110（10.7）43 35（11.2） 2 5 6 5 15 2 32 100 13
100.049.3 19.315.7 0.9 2.2 2.7 2.2 6.7 0.914.344.85.8
無回答 15 7 （8.8） 3 2（10.5） - - - 2 - - 2 1 7
















































































































































































































































































































































































































































（件） （件） （％） （％）
全体 (N= 630)1.0 3.0 43.7 56.3
　鉱業 (N= 4) 0.7 1.6 35.2 64.8
　建設業 (N= 75)0.8 3.2 49.7 50.3
　製造業 (N= 487)1.0 3.0 43.2 56.8
　運輸・通信・公益業 (N= 24) 0.8 5.9 42.8 57.2
　その他 (N= 34)1.7 1.8 39.6 60.4






















































































 全体 (N= 630) 70.8 41.0 38.6 31.3 38.1 24.6 33.3 40.8 7.0
 鉱業 (N= 4) 0.0 0.0 0.0 25.0 75.0 0.0 75.0 50.0 0.0
 建設業 (N= 75) 68.0 56.0 45.3 53.3 32.0 41.3 33.3 44.0 1.3
 製造業 (N= 487) 73.1 37.0 38.4 27.1 37.8 21.4 31.8 40.2 7.6
 運輸・通信・公益業 (N= 24) 45.8 58.3 20.8 45.8 33.3 25.0 50.0 29.2 12.5
 その他 (N= 34) 67.6 50.0 35.3 32.4 50.0 38.2 38.2 50.0 5.9




































































































（構成比） （構成比） （構成比） （件） （件） （％）
全体 630 433 172 25国立大学 18.4 2.6 17.3
68.7 27.3 4.0私立大学 9.2 2.6 20.4
国公立試験研究機関・特殊法人 11.6 4.0 22.3
　鉱業 4 3 - 1 国立大学 5.5 0.0 0.0
75.0 - 25.0私立大学 - - -
国公立試験研究機関・特殊法人 3.0 0.0 0.0
　建設業 75 57 18 -国立大学 7.3 1.0 18.0
76.0 24.0 -私立大学 5.8 0.9 21.5
国公立試験研究機関・特殊法人 8.7 1.8 27.5
　製造業 487 328 137 22国立大学 18.8 1.2 16.7
67.4 28.1 4.5私立大学 8.1 0.7 19.1
国公立試験研究機関・特殊法人 5.2 0.8 20.1
　運輸・通信・公益業 24 18 6 -国立大学 24.5 0.5 25.0
　 75.0 25.0 -私立大学 8.9 0.3 14.3
国公立試験研究機関・特殊法人 75.8 2.1 29.6
　その他 34 2 10 2 国立大学 9.5 0.5 21.4
64.7 29.4 5.9私立大学 6.7 0.6 42.5
国公立試験研究機関・特殊法人 7.1 1.6 31.9
　無回答 6 5 1 -国立大学 110.8 78.2 23.2































































全体(N= 630) 1.4 4.1 14.1 11.9 25.2 30.8 12.4
 鉱業(N= 4) - - - - 75.0 - 25.0
 建設業(N= 75) 2.7 8.0 17.3 14.7 17.3 30.7 9.3
 製造業(N= 487) 1.4 2.9 14.6 11.7 26.3 30.8 12.3
 運輸・通信・公益業(N= 24) - 4.2 4.2 8.3 25.0 41.7 16.7
 その他(N= 34) - 8.8 8.8 11.8 23.5 29.4 17.6
 無回答(N= 6) - 33.3 16.7 16.7 16.7 16.7 - 
全体(N= 630) 0.5 2.2 8.7 8.9 22.2 37.9 19.5
 鉱業(N= 4) - - - - 75.0 - 25.0
 建設業(N= 75) 4.0 4.0 18.7 13.3 21.3 30.7 8.0
 製造業(N= 487) - 1.8 7.6 8.2 22.4 39.4 20.5
 運輸・通信・公益業(N= 24) - - 8.3 8.3 16.7 45.8 20.8
 その他(N= 34) - 2.9 2.9 11.8 23.5 32.4 26.5
 無回答(N= 6) - 16.7 16.7 - - 33.3 33.3
全体(N= 630) 1.3 3.2 10.3 7.1 24.6 35.4 18.1
 鉱業(N= 4) 25.0 - - - 75.0 - - 
 建設業(N= 75) 1.3 9.3 14.7 5.3 16.0 37.3 16.0
 製造業(N= 487) 0.8 1.8 10.3 7.2 25.7 35.9 18.3
 運輸・通信・公益業(N= 24) 8.3 4.2 8.3 8.3 33.3 29.2 8.3
 その他(N= 34) - 2.9 5.9 11.8 17.6 35.3 26.5



























































































































(N= 630) 219 1年11ヶ月
34.8
(N= 4) 1 1年6ヶ月
25.0
(N= 75) 13 1年6ヶ月
17.3
(N= 487) 193 1年11ヶ月
39.6
益業 (N= 24) 1 0年6ヶ月
4.2
(N= 34) 7 3年0ヶ月
20.6



































5年9ヶ月 2 - 
























































































































































































































図表 3- 43 増加試験研究費税額控除制度により控除された額 
（単位：百万円）
平成８年 平成９年 増減額
全体 118.7 157.3 38.6
建設業 6.0 2.5 -3.5
製造業 130.9 168.6 37.7











図表 3- 45の通りである。 
 






































































































































































































932 223.2124.928.3 15.4 19.4 28.4
国 立 大 学 235 398.1263.620.9 27.1 26.7 44.7
公 立 大 学 37 402.6197.3190.531.7 10.0 17.9
私 立 大 学 174 268.9129.846.2 16.3 13.4 20.0
大学共同利用機関 10 256.7108.124.0 8.3 44.1 64.1
特 殊 法 人 13 707.5277.1205.549.3129.2119.8
国立試験研究機関 77 278.3121.815.2 13.0 24.0 66.9













者は平均 3.3人であった。なお、国立大学では平均 11.7人（うち博士課程修了者 3.9 人）、





























　いる いない 無回答 　いる いない 無回答 　いる いない 無回答
平均 うち博士課程修了者 平均 平均
（人） （人） （人） （人）
全体(N=932) 207 9.9 3.7 693 32 77 5.4 817 38 114 12.4 779 39
22.2 74.4 3.4 8.3 87.7 4.1 12.2 83.6 4.2
国立大学(N=235) 157 11.7 3.9 73 5 15 4.6 211 9 50 4.1 177 8
66.8 31.2 2.1 6.4 89.8 3.8 21.3 75.3 3.4
公立大学(N=37) 11 4.3 2.3 24 2 1 1.0 35 1 1 1.0 35 1
29.7 64.9 5.4 2.7 94.6 2.7 2.7 94.6 2.7
私立大学(N=174) 26 3.2 1.7 139 9 1 1.0 163 10 21 6.1 143 10
14.9 79.9 5.2 0.6 93.7 5.7 12.1 82.2 5.7
大学共同利用機関(N=10) 9 6.2 6.1 1 - - 10 - 515.0 5
90.0 10.0 - - 100.0 - 50.0 50.0
特殊法人(N=13) 1 18.0 - 12 - 510.0 8 - 6130.7 7 -
7.7 92.3 - 38.5 61.5 - 46.2 53.8 - 
国立試験研究機関(N=77) 1 6.0 - 71 5 53 5.4 23 1 22 8.5 52 3
1.3 92.2 6.5 68.8 29.9 1.3 28.6 67.5 3.9
公立試験研究機関(N=386) 2 1.0 1.0 373 11 2 2.0 367 17 9 3.0 360 17





































研究本務者 人件費 原材料費 有形固定資産の購入費
１人当たり




932 2,562.8 1,197.6 227.5 466.3 15.7 81.3 269.2 78.6 508.0 103.2
(24.0)
国 立 大 学 235 3,593.9 2,225.7 381.9 429.5 1.3 35.8 349.3 7.5 596.4 101.6
(21.3)
公 立 大 学 37 1,698.7 1,326.3 62.8 132.3 3.1 34.0 93.5 0.3 296.8 98.9
(12.1)
私 立 大 学 174 1,872.7 1,192.8 117.2 371.3 44.7 163.6 155.0 11.0 260.1 114.8
(19.0)
大学共同利用機関 10 8,402.7 1,431.6 828.2 4,018.3 290.6 465.1 3,262.6 0.0 2,117.4 97.7
(70.5)
特 殊 法 人 13 31,286.4 6,413.7 4,644.3 13,843.2 168.3 944.7 4,877.1 6,148.5 14,176.3 106.6
(102.5)
国立試験研究機関 77 5,789.7 1,682.8 347.4 560.2 4.8 134.6 431.7 4.3 789.0 108.5
(38.0)



























































































（百万円） （％） （百万円） （％） （百万円） （％）
全体 80.1 4.4 59.8 3.0 54.6 2.3
国立大学 219.6 8.5 89.9 3.6 152.2 5.1
公立大学 72.5 5.7 26.4 2.0 67.2 4.4
私立大学 35.0 5.3 65.8 6.2 30.1 2.9
大学共同利用機関 199.3 6.5 118.5 4.7 24.9 0.6
特殊法人 29.3 0.1 158.7 0.3 0.0 0.0
国立試験研究機関 42.8 2.1 181.2 2.9 0.0 0.0








































全体 135.3 9.1 17.9 1.7 3.0 0.3
国立大学 324.4 15.2 2.6 0.1 0.7 0.0
公立大学 153.3 15.3 0.3 0.0 0.2 0.0
私立大学 164.0 15.8 3.6 3.1 0.8 0.2
大学共同利用機関 246.4 21.6 3.3 0.3 0.6 0.0
特殊法人 340.0 8.3 263.8 9.7 42.1 2.2
国立試験研究機関 153.4 12.1 124.9 7.4 18.0 1.1

















全体(N=932) 136 9.7 728 68
14.6 78.1 7.3
国立大学(N=235) 15 2.4 205 15
6.4 87.2 6.4
公立大学(N=37) 1 4.0 33 3
2.7 89.2 8.1
私立大学(N=174) 9 1.6 137 28
5.2 78.7 16.1
大学共同利用機関(N=10) 0 9 1
0.0 90.0 10.0
特殊法人(N=13) 9 50.4 4 0
69.2 30.8 0.0
国立試験研究機関(N=77) 39 13.6 36 2
50.6 46.8 2.6
公立試験研究機関(N=386)63 4.5 304 19
































































全体 136 12 0 0 95 18 6 2 2 8 1 0 1
（％） 100.0 8.8 0.0 0.0 69.9 13.2 4.4 1.5 1.5 5.9 0.7 0.0 0.7
 国立大学 15 0 0 0 9 1 0 0 0 0 0 0 0
（％） 100.0 0.0 0.0 0.0 60.0 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
 公立大学 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
（％） 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0
 私立大学 9 0 0 0 7 1 0 0 0 2 0 0 0
（％） 100.0 0.0 0.0 0.0 77.8 11.1 0.0 0.0 0.0 22.2 0.0 0.0 0.0
 大学共同利用機関 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
 特殊法人 9 0 0 0 7 0 0 0 0 1 0 0 1
（％） 100.0 0.0 0.0 0.0 77.8 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 11.1
 国立試験研究機関 39 6 0 0 25 4 1 0 2 1 0 0 0
（％） 100.015.4 0.0 0.0 64.1 10.3 2.6 0.0 5.1 2.6 0.0 0.0 0.0
 公立試験研究機関 63 6 0 0 46 12 5 2 0 3 1 0 0

















全体 3 1 5 8 11 12 1 13 3 1 1 15 1
（％） 2.2 0.7 3.7 5.9 8.1 8.8 0.7 9.6 2.2 0.7 0.7 11.0 8.8
 国立大学 0 0 2 0 1 2 0 3 0 0 0 5 1
（％） 0.0 0.0 13.3 0.0 6.7 13.3 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 33.3 6.7
 公立大学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
 私立大学 0 1 0 2 0 0 0 1 0 0 0 1 1
（％） 0.0 11.1 0.0 22.2 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1 11.1
 大学共同利用機関 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
 特殊法人 0 0 0 0 1 2 1 1 0 0 0 0 2
（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 22.2 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 22.2
 国立試験研究機関 1 0 1 1 1 4 0 8 1 1 1 4 2
（％） 2.6 0.0 2.6 2.6 2.6 10.3 0.0 20.5 2.6 2.6 2.6 10.3 5.1
 公立試験研究機関 2 0 2 5 8 4 0 0 2 0 0 5 6



































全体(N=932) 608 19.2 2.1 302 22
65.2 32.4 2.4
国立大学(N=235) 202 23.2 1.1 30 3
86.0 12.8 1.3
公立大学(N=37) 25 28.2 1.5 11 1
67.6 29.7 2.7
私立大学(N=174) 132 25.1 4.4 34 8
75.9 19.5 4.6
大学共同利用機関(N=10) 9 8.0 0.8 1 0
90.0 10.0 0.0
特殊法人(N=13) 11 33.3 1.8 2 0
84.6 15.4 0.0
国立試験研究機関(N=77) 53 19.2 1.5 22 2
68.8 28.6 2.6
公立試験研究機関(N=386)176 8.3 2.0 202 8





















図表 3- 59 機関別共同研究、受託研究の相手先業種 
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全体 608 89 4 18 281 46 6 2 0 68 5 7 1
（％） 100.0 14.6 0.7 3.0 46.2 7.6 1.0 0.3 0.0 11.2 0.8 1.2 0.2
 国立大学 202 18 1 6 72 13 0 0 0 18 1 0 0
（％） 100.0 8.9 0.5 3.0 35.6 6.4 0.0 0.0 0.0 8.9 0.5 0.0 0.0
 公立大学 25 2 0 0 14 4 0 0 0 4 0 0 0
（％） 100.0 8.0 0.0 0.0 56.0 16.0 0.0 0.0 0.0 16.0 0.0 0.0 0.0
 私立大学 132 5 1 5 70 9 1 0 0 30 1 2
（％） 100.0 3.8 0.8 3.8 53.0 6.8 0.8 0.0 0.0 22.7 0.8 1.5 0.0
 大学共同利用機関 9 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0
（％） 100.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
 特殊法人 11 0 1 0 8 0 0 0 0 1 0 0 1
（％） 100.0 0.0 9.1 0.0 72.7 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 9.1
 国立試験研究機関 53 4 1 3 31 4 1 0 0 8 0 1 0
（％） 100.0 7.5 1.9 5.7 58.5 7.5 1.9 0.0 0.0 15.1 0.0 1.9 0.0
 公立試験研究機関 176 60 0 4 83 16 4 2 0 7 3 4 0

















全体 8 4 2 14 24 34 17 23 20 30 17 129 4
（％） 1.3 0.7 0.3 2.3 3.9 5.6 2.8 3.8 3.3 4.9 2.8 21.2 6.6
 国立大学 2 2 0 1 5 9 5 12 4 17 9 69 1
（％） 1.0 1.0 0.0 0.5 2.5 4.5 2.5 5.9 2.0 8.4 4.5 34.2 5.0
 公立大学 0 0 0 1 0 2 0 1 2 1 0 5 3
（％） 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 8.0 0.0 4.0 8.0 4.0 0.0 20.0 12.0
 私立大学 0 1 0 2 3 8 6 3 4 7 2 30 1
（％） 0.0 0.8 0.0 1.5 2.3 6.1 4.5 2.3 3.0 5.3 1.5 22.7 9.1
 大学共同利用機関 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 2 3 1
（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 22.2 0.0 0.0 22.2 33.3 11.1
 特殊法人 0 0 0 0 2 3 0 1 0 0 0 1 1
（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 18.2 27.3 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 9.1 9.1
 国立試験研究機関 0 0 1 0 5 7 2 1 1 4 0 5 5
（％） 0.0 0.0 1.9 0.0 9.4 13.2 3.8 1.9 1.9 7.5 0.0 9.4 9.4
 公立試験研究機関 6 1 1 10 9 5 3 3 9 1 4 16 8




































 図表 3- 60 業種別共同研究、受託研究の成果として出願された日本国特許件数 
（件） （件）
全体(N=608) 0.7 大学共同利用機関(N=9) 0.3
 国立大学(N=202) 0.2 特殊法人(N=11) 3.8
 公立大学(N=25) 0.5国立試験研究機関(N=53)2.4























































































































































































10 年未満」が多くなっており、平均は 5.3 年であった。研究者の所属機関別では、特殊法
人や公立試験研究機関でやや平均研究期間が短い傾向にあるものの大きな差は見られない。 
 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 計算された各研究開発投資のタイム・ラグ及び技術知識の陳腐化率は図表 3- 80、図表 3- 81、




















民間部門計 6 10.10 窯業 4 13.37
民間企業計 5 10.56 鉄鋼業 3 10.29
鉱業 - - 非鉄金属工業 7 5.43
建設業 4 19.57 金属製品工業 4 10.50
製造業 5 10.05 機械工業 6 16.83
食品工業 4 9.75 電気機械工業 4 10.42
繊維工業 6 11.05 輸送用機械工業 3 11.14
パルプ・紙工業 5 4.16 精密機械工業 2 10.39
出版・印刷業 3 6.67 その他の工業 5 13.67
化学工業 6 8.39 運輸・通信・公益業 4 26.06
石油製品・石炭製品工業 7 19.18 その他 3 16.35
プラスチック製品工業 2 8.56 不明 4 5.61
































民間企業計 2 21.04 窯業 2 10.90
鉱業 2 20.00 鉄鋼業 2 11.42
建設業 1 22.05 非鉄金属工業 1 15.87
製造業 2 18.73 金属製品工業 1 19.96
食品工業 6 56.64 機械工業 2 27.03
繊維工業 2 22.33 電気機械工業 1 24.66
パルプ・紙工業 - - 輸送用機械工業 1 22.42
出版・印刷業 - - 精密機械工業 2 31.01
化学工業 5 14.84 その他の工業 1 10.65
石油製品・石炭製品工業 2 15.09 運輸・通信・公益業 1 50.0
プラスチック製品工業 2 11.55 その他 2 20.02








































































































































































































































































































































営業利益高 0.672 0.659 1.00
研究員数 0.753 0.618 0.498 1.00
研究開発費（総額） 0.779 0.72 0.754 0.867 1.00
（人件費・比率） -0.113 -0.131 -0.098-0.174-0.22 1.00
（原材料費・比率） 0.178 0.203 0.053 0.071 0.104 -0.30 1.00
（有形固定資産購入費・比率） 0.014 -0.031 0.0270.083 0.060 -0.12 -0.108 1.00
（その他の経費・比率） -0.027-0.007 0.044 0.080 0.107 -0.583 -0.403-0.254 1.000
（対前年度比率） 0.158 0.0820.086 0.176 0.158 -0.119 0.0700.147-0.031 1.00
（自己資金比率） 0.046 -0.06 0.045 0.156 0.121 -0.11 0.07 0.0280.071 0.029 1.000
基礎研究段階 0.084 0.19 0.03 0.074 0.071 0.058 0.145 0.109-0.214 0.097-0.029 1.00
応用研究段階 0.069 0.070-0.013 0.077 0.08 -0.081 0.144 0.11 -0.103 0.136 -0.027 0.580 1.000
開発段階 0.152 0.135 0.042 0.135 0.101 -0.016 0.088-0.10-0.024 0.066 -0.055 0.181 0.552
事業化段階 0.164 0.132 0.18 0.24 0.234 -0.135 0.119 -0.022 0.023 0.002 0.103 -0.004 0.491
平成９年度特許出願数 0.791 0.720 0.480 0.764 0.730 -0.212 0.173 0.0280.052 0.106 0.141 0.114 0.107
現在保有している特許 0.736 0.71 0.478 0.638 0.698 -0.148 0.095 0.051 0.042 0.070.139 0.064 0.037
自社実施・他社へ許諾（比率）-0.125 -0.114 -0.182-0.192-0.197 0.070 0.065 -0.061 -0.074 -0.078-0.002-0.026 -0.202
モニタリングの比率 0.025 0.01 -0.035 -0.032-0.023 -0.036 0.013 0.103 -0.02 -0.131 0.073 -0.080 -0.060
研究開始年 -0.263 -0.192-0.178-0.211 -0.217 0.084 -0.031 0.03-0.048 0.079 -0.033 0.134 0.122
研究開発期間 0.203 0.242 0.23 0.263 0.312 -0.184 -0.005 -0.023 0.183-0.071-0.004 -0.133 -0.087
研究開発費総額 0.14 0.134 0.4070.203 0.435 -0.138 -0.047 0.075 0.139 0.069 0.066 -0.099 -0.145
市場に導入されるまでの期間 0.006 0.068 0.254 0.05 0.093 -0.02 0.114 0.19 -0.152-0.097-0.085 -0.182-0.117
設備投資額 0.139 0.154 0.363 0.057 0.234 -0.178-0.021 0.051 0.171 0.027 0.040 0.019 -0.087
利益の得られた期間 0.15 0.109 0.171 0.027 0.109 -0.030 0.108-0.028-0.07 -0.031 0.066 -0.036 0.025
















































































































平成９年度特許出願数 0.16 0.250 1.00
現在保有している特許 0.110 0.217 0.922 1.00
自社実施・他社へ許諾（比率） 0.005 0.138 0.745 0.859 1.00
モニタリングの比率 -0.031 -0.070-0.039 -0.069 0.122 1.000
研究開始年 0.037 -0.098-0.258-0.243 0.135 -0.098 1.000
研究開発期間 -0.039 0.057 0.171 0.152-0.153 0.126 -0.265 1.00
研究開発費総額 -0.061 0.069 0.062 0.080-0.231 0.000 -0.159 0.362 1.000
市場に導入されるまでの期間 -0.186 -0.050-0.096 -0.094 -0.080 -0.011 -0.169 0.284 0.199 1.000
設備投資額 -0.102 0.098 0.106 0.154 -0.147 -0.036 -0.216 0.212 0.377 0.072 1.000
利益の得られた期間 0.065 0.106 0.1200.102-0.119 0.099 -0.668 0.193 0.209 0.035 0.196 1.000



















































































































































































研究開発費（総額） 0.520- .066 0.049 1.000
（人件費・比率） 0.003 0.090 -0.191 -0.2201.000
（原材料費・比率） 0.070-0.016 0.061 0.135 -0.350 1.00
（有形固定資産購入費・比率）-0.0290.021 0.171 0.181 -0.5870.018 1.000
（その他経費・比率） -0.049-0.0820.097 0.023-0.544-0.227-0.056 1.00
対前年度比率 0.010 0.017 0.095 0.027-0.2700.168 0.313 -0.029 1.000
科学研究費補助金 0.491 0.125 -0.042 0.155 -0.0790.106 0.033 0.015 -0.039 1.000
その他時限付制度による研究費 0.228-0.04 0.135 0.180 -0.1070.096 0.100 0.004 0.031 0.052 1.000
奨学寄付金 0.454 0.165 -0.029 0.118 -0.009 0.097-0.022-0.056-0.0520.694 0.0371.000
審査付学術文献数 0.6540.124 0.007 0.409 -0.046 0.124 0.017-0.025-0.010 0.5870.2180.431
保有特許数 0.1620.011 0.095 0.318 -0.144 0.128 0.044 0.020 0.054-0.052 0.436-0.062
平成９年度出願特許数 0.136 0.022 0.046 0.299-0.119 0.115 0.008-0.020.035-0.038 0.155-0.046
研究開始年 -0.0750.035 0.032-0.103 0.0020.009 0.010-0.048 0.078-0.054 -0.178-0.066
研究期間 0.137-0.054 0.017 0.123 0.0270.019 -0.0720.059 -0.064 0.081 0.0890.02
研究開発費総額 0.128-0.0880.111 0.443 -0.2480.184 0.2230.009 0.034-0.029 0.298-0.045
実用化までの期間 0.0700.040 -0.016 0.024-0.081 0.237-0.041-0.012-0.018 0.057 0.091 0.023
技術や知識の寿命 0.079-0.049 -0.080 0.121 -0.095 0.055 -0.0520.152-0.143 0.132 0.110-0.014






























































平成９年度出願特許数 0.165 0.850 1.000
研究開始年 -0.069-0.185-0.093 1.000
研究期間 0.157 0.172 0.114 -0.6071.000
研究開発費総額 0.194 0.454 0.375 -0.145 0.149 1.00
実用化までの期間 0.161 0.064 0.041 -0.038 0.125 0.072 1.000
技術や知識の寿命 0.0570.066 0.023-0.194 0.155 0.057 0.159 1.00




















































































































図表 4-1 サンプル企業 630社の業種別内訳 
NO. 業種 企業数 
1 農林水産業 1 
2 鉱業 4 
3 建設業 75 
4 食品工業 38 
5 繊維工業 15 
6 パルプ・紙工業 13 
7 出版・印刷工業 2 
8 化学工業 81 
9 石油製品・石炭製品工業 8 
10 プラスティック製品工業 16 
11 ゴム製品工業 6 
12 窯業 17 
13 鉄鋼業 19 
14 非鉄金属工業 22 
15 金属製品工業 29 
16 機械工業 57 
17 電気機械工業 83 
18 輸送用機械工業 50 
19 精密機械工業 20 
20 その他工業 11 
21 運輸・通信・公益業 24 
22 ソフトウェア業 1 
23 その他 38 







図表 4-2 サンプル企業 630社の基本統計量 
 
Variable |   Obs       Mean   Std. Dev.      Min       Max 
---------+---------------------------------- 
     L |   622    3906.576   13014.94       63     28000   
   SALES |   623    23684.8     598659      2261    7890700   
    RS |   624    260.0817   710.7611        1      9539   
    RD |   618     8226.11   3298.09       10     50000   
   PT97 |    609   221.0624    690.098       0     11692  
    PT1 |   594    527.5084   192.824        0      39953   
 













果については、紙面の都合上割愛することとした。    
 
(4-1) ∑++++++= iXGLSUBJRDRJRDUSalesconstRD  (i=1,2,...,22) 

















図表 4-3 研究開発関連政策の効果  
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
    rd |     Coef.   Std. Er.     t    P>|t|      [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
   SALES |  .0183435  .006324    2.766  0.006       .0052679  .0314191 
   JRDU |  60.63381  24.82931    2.442  0.015       11.68306  109.5846 
   JRDR |    11.1726   16.06891    0.695   0.488      -20.5071  42.8523 
    SUB |  2481.074  1509.376    1.644  0.102      -494.6459  5456.794 
    GL |   390.656  2782.036    0.140  0.88      -5094.102  5875.414 
   _cons |  -1869.08  2496.191   -0.749  0.45      -6790.297  3052.137 
------------------------------------------------------ 



















図表 4-4 研究開発関連政策の経済効果 (研究開発集約度) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
    sr |     Coef.   Std. Er.     t    P>|t|      [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
   JRDU |  .000917  .000388    2.363  0.019       .0000152  .0001682 
   JRDR |  6.65e-06  .000152    0.437  0.663      -.000234  .0000367 
    SUB |  -.0025138  .0034727   -0.724  0.470       -.00936  .0043323 
    GL |  -.0048351  .0071273   -0.678  0.498      -.018862  .0092159 
   _cons |  .0320659  .0093927    3.414  0.001       .0135488  .050583 
------------------------------------------------------ 














































約度である。推計結果は、図表 4-5-1および図表 4-5-2に整理されている。 
 
 
(4-3-1) ∑+++++++= iXTAXGLSUBJRDRJRDUSalesconstRD   (i=1,2,…,22) 
 
(4-3-2) ∑++++++= iXTAXGLSUBJRDRJRDUconstSalesRD   (i=1,2,…,22) 
 







図表 4-5-1 税制上の優遇措置の効果 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
    rd |     Coef.   Std. Er.     t    P>|t|      [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
   SALES |    .017827   .0065236    2.73   0.007      .004962  .0306921 
   JRDU |  51.29302  24.14304    2.125  0.035       3.68103  98.90501 
   JRDR |  18.08288  17.8448    1.013  0.312      -17.10784  53.27361 
    SUB |  1895.547  1517.957    1.249  0.213      -1097.985  4889.079 
    GL |  -4187.581  2219.023   -1.87  0.061       -8563.67  188.5081 
    TAX |    5369.25   1580.409    3.397   0.001      2252.59  8485.942 
   _cons |  -1969.079  2377.677   -0.828  0.409      -6658.046  2719.889 
------------------------------------------------------ 
R-squared     = 0.5613                        分散不均一性調整済み 
 
 
図表 4-5-2 税制上の優遇措置の効果 (集約度) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
    sr |     Coef.   Std. Er.     t    P>|t|      [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
   JRDU |  .000672   .000037    1.814  0.071      -5.85e-06  .0001402 
   JRDR |  .000123  .000134    0.920  0.359      -.000141  .0000387 
    SUB |  -.0051947  .0038742   -1.341  0.182      -.0128346  .0024452 
    GL |  -.0130715  .0079699   -1.640  0.103      -.0287883  .0026453 
    TAX |  .0120036  .005321    2.170  0.031       .0010943  .022913 
   _cons |    .033154   .0100953    3.284   0.001      .0132459  .0530622 
------------------------------------------------------ 















図表 4-6-1 増加試験研究費税額控除制度の経済効果  
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
    rd |     Coef.   Std. Er.     t    P>|t|      [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
   SALES |  .0179063  .0060939    2.938  0.004       .0058897  .0299229 
   JRDU |  45.83562  20.81423    2.202  0.029       4.79213  86.87911 
   JRDR |  13.04535  15.67201    0.832  0.406      -17.85822  43.94893 
    SUB |  1652.796  1455.262    1.136  0.257      -1216.829  4522.42 
    GL |  -3983.263  2476.861   -1.608  0.109      -8867.375  900.8493 
   TAX1 |  11048.21  2930.131    3.771  0.00       5270.293  16826.12 
   _cons |  -2891.703  2617.365   -1.105  0.271      -8052.875  2269.47 
------------------------------------------------------ 
R-squared     = 0.5967                        分散不均一性調整済み 
 
   
図表 4-6-2 増加試験研究費税額控除制度の経済効果 (集約度) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
    sr |     Coef.   Std. Er.     t    P>|t|      [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
   JRDU |  .00069  .00039    1.972  0.050      -4.02e-09  .0001338 
   JRDR |  3.28e-06  .000104    0.316  0.752      -.000171  .0000237 
    SUB |  -.0044884  .0038248   -1.173  0.242      -.0120303  .0030535 
    GL |  -.0114205   .008033   -1.422  0.157      -.0272603  .0044193 
   TAX1 |  .0167053  .0081196    2.057  0.041       .0006948  .0327158 
   cons |  .0306501  .009813    3.124  0.002       .0113038  .0499963 
------------------------------------------------------ 
R-squared     = 0.3594                        分散不均一性調整済み 
 
 












































































 = + + + + + +∑  (i=1,2,...,22) 
 










図表 4-7  研究開発の成功確率に与える影響(基礎段階) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
  odds1 |   Coef.  Std. Err.   t    P>|t|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
  SHORT0 |  .0039252  .3606404    0.011  0.991       -.710434  .7182843 
   JRDU |  -.0031198  .0027482   -1.135  0.259      -.0085634  .0023238 
   JRDR |  -.0015141  .0230892   -0.066  0.948      -.0472495  .0442212 
    SUB |  .8463434  .301811    2.810  0.006       .2497616  1.442925 
    GL |  -.1685428  .7032607   -0.240  0.81      -1.561567  1.224481 
   _cons |  -1.647322  .7327905   -2.248  0.026      -3.09839  -.195805 
------------------------------------------------------ 




図表 4-8  研究開発の成功確率に与える影響(応用段階) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
  odds2 |   Coef.  Std. Err.   t    P>|t|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
  SHORT0 |  .1892214  .1896141    0.998  0.320      -.1852478  .5636906 
   JRDU |  -.003638  .0018861   -1.929  0.056      -.0073629  .0000869 
   JRDR |  -.0004197  .0116406   -0.036  0.971      -.0234087  .0225694 
    SUB |  .4795011  .1736672    2.761  0.006       .1365255  .8224768 
    GL |  -.5000592  .4383281   -1.141  0.256      -1.365714  .3655956 
   _cons |  -.5928389  .7436322   -0.797  0.427      -2.061439  .8757614 
------------------------------------------------------ 







 図表 4-9  研究開発の成功確率に与える影響(開発段階) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
  odds3 |   Coef.  Std. Err.   t    P>|t|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
  SHORT0 |  -.0313833  .1684798   -0.186  0.852       -.363884  .3011175 
   JRDU |  -.0027378  .0016128   -1.698  0.091      -.0059207  .0004451 
   JRDR |  -.0008605  .0057674   -0.149  0.882      -.0122427  .0105217 
    SUB |  .4672342  .1710489    2.732  0.007       .1296633  .8048051 
    GL |  -.4277959  .4074082   -1.050  0.295       -1.23183  .3762381 
   _cons |   1.2406  .3281041    3.781  0.00       .5930757  1.888125 
------------------------------------------------------ 






図表 4-10  研究開発の成功確率に与える影響(事業化段階) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
  odds4 |   Coef.  Std. Err.   t    P>|t|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
  SHORT0 |  .1752258  .2530756    0.692  0.490       -.324722  .6751735 
   JRDU |   -.00103   .001484   -0.694  0.489      -.0039616  .0019017 
   JRDR |  .0085548  .0136926    0.625  0.53      -.0184947  .0356043 
    SUB |  .3914942  .2172085    1.802  0.073      -.0375986  .8205871 
    GL |  -.0519964  .3225284   -0.161  0.872      -.6891473  .5851546 
   _cons |  1.726848  .2582105    6.688  0.00       1.216756  2.23694 
------------------------------------------------------ 


























 = + + + + + + +∑  (i=1,2,...,22) 
 
 
図表 4-11 研究開発の成功確率と税制上の優遇措置(基礎段階) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
  odds1 |   Coef.  Std. Err.   t    P>|t|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
  SHORT0 |  .0205982  .3692373    0.056  0.956      -.712181  .7524146 
   JRDU |  -.003324  .0027479   -1.210  0.229      -.008704  .0021223 
   JRDR |  -.0013147   .025459   -0.052  0.959      -.051736  .0491441 
    SUB |  .8276032  .321222    2.576  0.01       .1909514  1.464255 
    GL |  .1757923  .8168269    0.215  0.830      -1.43132  1.794717 
    TAX |  .0261595  .4342357    0.060  0.952      -.8344816  .8868006 
   _cons |  -1.592492  .817027   -1.948  0.054      -3.213153  .0281678 
------------------------------------------------------ 









図表 4-12 研究開発の成功確率と税制上の優遇措置(応用段階) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
  odds2 |   Coef.  Std. Err.   t    P>|t|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
  SHORT0 |  .1875044  .1974374    0.950  0.34      -.2025922  .577601 
   JRDU |  -.003792  .0019232   -1.972  0.050      -.0075919  7.90e-06 
   JRDR |  .0008518  .0128104    0.066  0.947       -.024459  .0261626 
    SUB |  .5182189  .1856152    2.792  0.006       .1514805  .8849572 
    GL |  -.3842535  .5193542   -0.740  0.461      -1.410393  .6418859 
    TAX |  -.1054011  .2152136   -0.490  0.625      -.5306199  .3198178 
   _cons |  -.6868112  .8493459   -0.809  0.420      -2.364948  .9913254 
------------------------------------------------------ 





図表 4-13 研究開発の成功確率と税制上の優遇措置(開発段階) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
  odds3 |   Coef.  Std. Err.   t    P>|t|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
  SHORT0 |  -.0443855  .182138   -0.244  0.808      -.4039828  .3152117 
   JRDU |  -.0028477  .0016988   -1.676  0.096      -.0062018  .0005064 
   JRDR |  -.0004038  .006172   -0.065  0.948      -.0125997  .0117921 
    SUB |  .4958287  .181961    2.725  0.007       .1365625  .855095 
    GL |  -.4523074  .4881951   -0.926  0.356      -1.416179  .5115644 
    TAX |  -.0262966  .1929058   -0.136  0.892      -.4071617  .3545684 
   _cons |  1.192901  .3657266    3.262  0.001       .4708257  1.914976 
------------------------------------------------------ 









図表 4-14 研究開発の成功確率と税制上の優遇措置(事業化段階) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
  odds4 |   Coef.  Std. Err.   t    P>|t|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
  SHORT0 |  .2330167  .2669234    0.873  0.384      -.2945467   .76058 
   JRDU |  -.0010829  .0014713   -0.736  0.463      -.003909  .001825 
   JRDR |  .0036313   .014514    0.250  0.803      -.0250551  .0323177 
    SUB |  .3284372  .2254745    1.457  0.147      -.1172041  .7740784 
    GL |  -.3958054  .3840132   -1.031  0.304      -1.154792  .3631812 
    TAX |    .253025   .2907006    0.870   0.386      -.321533  .827583 
   _cons |  1.68487  .2793751    6.031  0.00       1.132714  2.23706 
------------------------------------------------------ 







図表 4-15 増加試験研究費税額控除制度と成功確率(基礎段階) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
  odds1 |   Coef.  Std. Err.   t    P>|t|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
  SHORT0 |  .1049281  .3667312    0.286  0.775      -.621742  .8316304 
   JRDU |  -.0032146  .0027928   -1.151  0.252      -.0087487  .0023196 
   JRDR |  .0001754   .025404    0.007  0.995      -.0501644  .0505152 
    SUB |  .823376  .3310496    2.487  0.014       .1673407  1.479335 
    GL |  .13379  .8020175    0.166  0.868      -1.455873  1.722629 
   TAX1 |  -.2521045  .5467947   -0.461  0.646      -1.35615  .8314058 
   _cons |  -1.701571  .7545619   -2.255  0.026      -3.196786  -.2063568 
------------------------------------------------------ 







図表 4-16 増加試験研究費税額控除制度と成功確率(応用段階) 
 -------------------------------------------------------- 
      |           Robust 
  odds2 |   Coef.  Std. Err.   t    P>|t|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
  SHORT0 |  .2005782  .198123    1.009  0.315      -.1921731  .5933296 
   JRDU |  -.0036625  .0019737   -1.856  0.065      -.0075615  .0002365 
   JRDR |  .0041255  .012773    0.323  0.747       -.021116  .0293669 
    SUB |  .5292208  .1853359    2.855  0.005       .163092  .8953496 
    GL |  -.3663932  .510987   -0.718  0.474      -1.374087  .6413007 
   TAX1 |  -.3315518   .252782   -1.312  0.192      -.8309198  .1678161 
   _cons |  -.6503432  .7524363   -0.864  0.389      -2.136772  .8360857 
------------------------------------------------------ 




図表 4-17 増加試験研究費税額控除制度と成功確率(開発段階) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
  odds3 |   Coef.  Std. Err.   t    P>|t|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
  SHORT0 |  -.0408339  .1769928   -0.231  0.818      -.3902354  .3085676 
   JRDU |  -.0026458  .0017937   -1.475  0.142      -.0061867  .0008951 
   JRDR |  .0007628  .0065954    0.116  0.908      -.0122571  .0137827 
    SUB |  .5134853  .1785831    2.875  0.005       .1609443  .8660264 
    GL |  -.4218128  .483252   -0.873  0.384      -1.375807  .5321814 
   TAX1 |  -.1841438  .2168801   -0.849  0.397      -.6122869  .2439993 
   _cons |    1.21237   .3339928    3.630   0.000      .530345  1.871705 
------------------------------------------------------ 






図表 4-18 増加試験研究費税額控除制度と成功確率(事業化段階) 
 -------------------------------------------------- 
      |           Robust 
  odds4 |   Coef.  Std. Err.   t    P>|t|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
  SHORT0 |  .1832208  .258175    0.708  0.480      -.3282343  .6946758 
   JRDU |  -.0011922  .0014598   -0.817  0.415      -.0040769  .0016925 
   JRDR |  .0081472  .0152979    0.533  0.595      -.020834  .0383778 
    SUB |  .364936   .222828    1.636  0.104      -.0758417  .804829 
    GL |  -.2703262  .354549   -0.763  0.447      -.970726  .4301201 
   TAX1 |   .108053  .326143    0.331  0.741      -.5373769  .7534829 
   _cons |  1.745732  .2789099    6.259  0.00       1.194572  2.296892 
------------------------------------------------------ 












































図表 4-19  特許出願数と研究開発関連政策 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
   PT97 |     Coef.   Std. Er.     t    P>|t|      [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
  SHORT0 |  85.35937  49.3965    1.730  0.085      -11.92455  182.6433 
   JRDU |    3.76984   1.364873    2.762   0.006      1.078694  6.460986 
   JRDR |  .022753  .33666    0.066  0.947      -.6415365  .686087 
    SUB |  144.087   102.071    1.412  0.160      -57.1672  345.3441 
    GL |  67.51251  143.1363    0.472  0.638       -214.712  349.737 
   _cons |  13.84709  80.16258    0.173  0.863       -144.211  171.9052 
------------------------------------------------------ 















図表 4-20 特許と研究開発優遇税制 
 --------------------------------------------------  
    |         Robust 
   PT97 |     Coef.   Std. Er.     t    P>|t|      [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
   JRDU |  3.125692  1.254521    2.492  0.014       .6517539  5.599629 
   JRDR |  .1203849  .3339487    0.360  0.719      -.5381677  .7789375 
    SUB |  114.1684  97.92689    1.166  0.245      -78.94513  307.2819 
    GL |  -7.277299  173.3812   -0.042  0.967       -349.188  334.6334 
    TAX |  322.4454  100.2392    3.217  0.002       124.7719  520.1189 
   _cons |   1.261307   68.4229     0.018   0.985     -133.6698  136.1925 
------------------------------------------------------ 
R-squared     = 0.3044                 分散不均一性調整済み 
 
 
図表 4-21 特許と増加試験研究費税額控除制度 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
   PT97 |     Coef.   Std. Er.     t    P>|t|      [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
  SHORT0 |  51.57481  54.78381    0.941  0.348      -56.4659  159.6162 
   JRDU |  3.282757  1.204391    2.726  0.007       .9075285  5.657985 
   JRDR |  -.0253859  .282945   -0.090  0.929      -.5833924  .5326206 
    SUB |  111.984   98.6434    1.135  0.258      -82.55032  306.5271 
    GL |   30.5024  169.9376    0.179  0.858      -304.6384  365.6432 
   TAX1 |  389.5295  157.6869    2.470  0.014       78.54874  700.5102 
   _cons |  -15.01244  78.61374   -0.191  0.849      -170.0498  140.025 
------------------------------------------------------ 


























図表 4-22 国の技術と企業の技術開発 (Probit推計) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
   lc1 |   Coef.  Std. Err.   z    P>|z|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
    SR |  1.794437  2.039722    0.880  0.379      -2.20345  5.792218 
    PT1 |   .000027  .000236    1.147  0.252      -.000192  .0000733 




















図表 4-23 外国技術と研究開発 (Probit推計) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
   FPT |   Coef.  Std. Err.   z    P>|z|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
    SR |  4.738457  2.07307    2.281  0.023       .6670107  8.809904 
   _cons |  -.7542693  .2415371   -3.123  0.002      -1.27673  -.2808652 
------------------------------------------------------ 
                             分散不均一性調整済み
 
図表 4-24 外国技術と技術開発 (Probit推計) 
------------------------------------------------------ 
      |           Robust 
   FPT |   Coef.  Std. Err.   z    P>|z|     [95% Conf. Interval] 
---------+-------------------------------------------- 
    PT1 |  .0002969  .0001028    2.888  0.004       .0000954  .0004984 
   _cons |  -.5712832  .2310045   -2.473  0.013      -1.024044  -.1185228 
------------------------------------------------------ 





                            
5 外国技術と自国研究開発との代替・補完関係については、必ずしも明らかではない。 
































































































から構成されている。合計 34 本の同時方程式を持ち、34個の内生変数と 12 個の外生変数






























 1)実質民間住宅投資  
   説明変数のうち、金利及び民間最終消費支出デフレータを削除。 
 2)民間部門研究者数 
   説明変数を調整型に変更 


























































































LOG(GDP)= -0.731718 + 0.317963 LOG(KP*ROMA)+ 0.682037 LOG(L)+ 0.108498 LOG(KST)  
            (-4.55)     (9.08)                                 (4.07) 
 (1973-1997)  R^2=0.996193   DW=1.38758 
 
潜在 GDP 
PTGDP = EXP(-0.731718 + 0.317963 LOG(KP*100)+ 0.682037 LOG(L)+ 0.108498 LOG(KST)  
 
民間企業設備資本ストック 
KP-IP = 0.957030 KP(-1) 
        (546.56) 
(1975-1997)  R^2=0.999503   DW=2.17794 
 
KP = 0.957030 KP(-1)+ IP 
 
需給ギャップ 




GDP = CP + CG + IH + IP + IG + JP + JG + EX - M 
 
名目国内総生産 
GDP_N = GDP*P/100 
 
実質民間最終消費支出（消費関数） 
CP = 10064.6 + 31.9641 DEL(W)+ 0.975198 CP(-1)- 1042.73 DOT(PC) 
      (2.10)    (2.19)            (54.70)         (-3.59) 




IH = -2368.79 + 241.212 W/PC + 0.587678 IH(-1)+ 2069.07 DUM8687 
     (-0.54)    (1.49)         (2.71)           (1.30) 
(1974-1997)  R^2=0.657233   DH=-1.47314 
 
実質民間企業設備投資（投資関数） 
IP=-106432.0+0.408794 DEL(GDP)+ 6510.44 LOG(PRKST)+ 0.843536 IP(-1)+ 3568.19 
DUM8890 
    (-2.55)     (4.14)          (2.47)              (12.32)         (1.78) 
(1974-1997)  R^2=0.988253   DH=1.78137 
 
実質輸出及び海外からの所得 
LOG(EX)= -7.61966 + 0.261606 LOG(EXR)+ 0.955883 LOG(PRKST+PUKST) 
           (-9.62)   (5.69)             (29.46) 
(1973-1997)  R^2=0.993776   DW=2.14922 
 
実質輸入及び海外への所得 
M = 11428.7 – 32.7890 EXR + 0.882795 M(-1) 
    (2.65)     (-2.74)      (12.34) 




L = 255.113 + 0.933123 NL 
    (4.35)     (96.62) 
(1974-1997)  R^2=0.997542   DW=0.327840 
 
雇用者数 
LW = -428.056 + 32.1894 W/PC + 0.792794 LW(-1) 
     (-4.47)     (5.11)           (17.74)  
(1974-1997)  R^2=0.997826   DH=1.92208 
 
名目１人当たり雇用者所得 
W = -2026.10 + 35.8562 PC + 47.0571 PTGDP/L + 74.3088 DUM8890 
     (-36.99)   (23.14)      (18.04)          (2.56) 




P = 9.75901 + 0.894410 PC 
    (10.55)    (85.66) 
(1972-1997)  R^2=0.996604   DW=0.589619 
 
民間最終消費支出デフレータ 
PC = 31.1685 - 0.413501 PTGDP(-1)/L(-1)+ 0.143187 WPI + 0.017560 W(-1) 
      (5.63)    (-3.09)                     (5.42)       (14.17) 
(1974-1997)  R^2=0.997898   DW=1.72630 
 
研究開発費デフレータ 
PRD = -2.74019 + 1.00131 PC 
      (-2.67)     (86.36) 
(1972-1997)  R^2=0.996659   DW=1.05915 
 
総合卸売物価指数 
WPI = 19.9249 + 0.032399 EXR + 0.764100 WPI(-1) 
      (2.53)    (2.30)          (11.89) 
(1973-1997)  R^2=0.853921   DH=1.67388 
 
金利（全国銀行貸出約定平均金利） 
INTN = 1.42413 + 0.572721 INTORA + 0.364378 INTN(-1) 
        (7.40)    (19.04)          (8.82) 








PRRDL = -2011860 + 16.2682 CP + 3.64566 PRP 
         (-33.60)   (13.23)     (8.12) 




PRRDM = -3183460 + 10.6191 PRP 
        (-13.03)      (25.81) 
(1971-1997)  R^2=0.962375   DW=0.601496 
 
実質民間研究開発設備投資 
PRRDC = 7100030 + 33636.9 PRRDC(-1)/IP(-1)- 7630240 DSGAP(-1)+ 0.073383 PUKST 
        (5.73)    (4.84)                     (-6.35)              (17.01) 
(1974-1997)  R^2=0.941907   DW=1.41045 
 
実質民間研究開発費総額 
PRRDT = PRRDL + PRRDM + PRRDC 
 
民間知識ストック 
PRKST = 0.899000*PRKST(-1)+ PRRDT(-6) 
 
民間部門研究者数 
PRP = 323466.0 + 0.803364 PRP(-1) -479208 PRRDL(-1)/PRRDT(-1)+ 0.000913767 PRKST 
      (4.40)     (9.07)            (-4.55)                      (1.49) 




PURDL = PURDL_N/PRD*100 
 
実質公的研究開発原材料費 
PURDM = PURDM_N/PRD*100 
 
実質公的研究開発設備投資 
PURDC = PURDC_N/PRD*100 
 
実質公的研究開発費総額 
PURDT = PURDL + PURDM + PURDC 
 
公的知識ストック 
PUKST = 0.925000*PUKST(-1) + PURDT(-9) 
 109
公的部門研究者数 
PUP = 20470.0 + 0.016512 PURDL_N + 0.828943 PUP(-1) 
      (1.32)      (2.61)             (7.86) 





TECHIM_N = 19183.4 + 2.31205 M + 0.701308 TECHIM_N(-1) 
           (1.42)      (2.99)      (6.61) 
(1971-1997)  R^2=0.945687   DH=-0.704721 
 
実質技術輸入額 
TECHIM = TECHIM_N/PRD*100 
 
導入知識ストック 


































INTN 全国銀行貸出約定平均金利 年利 %










P 国内総生産デフレー ター 90年=100
PC 民間最終消費支出デフレー ター 90年=100






























Rt = RFt - (1-δ)×Rt-1······································································································①式 
   Rt ：ｔ期における技術知識ストック 
   RFt ：ｔ期における技術知識フロー 
     ※過去に支出された研究開発投資が懐妊期間（研究開発タイム・ラグ）を経て当期に
成果として結実したもの。なお、導入知識ストックに対するフローは研究開発投資
額ではなく技術導入対価支払額。 





















図表 5-3 知識ストック推計の前提条件 
 民間知識ストック 公的知識ストック 導入知識ストック 
 今回 前回 今回 前回 今回 前回 
陳腐化率 10.1％ 10.2％  7.5％ 10.3％ 21.0％ 10.2％ 









図表 5-4 知識ストックの推移 
（単位：百万円）
 (a)  (b)  (c)  (a)+(b)+(c)
民間知識ｽﾄｯｸ公的知識ｽﾄｯｸ導入知識ｽﾄｯｸ 知識ｽﾄｯｸ
PRKST PUKST IMKST KST
1973 10,703,45 3,758,662 1,706,482 16,168,489
1974 11,896,380 4,164,153 1,825,912 17,886,445
1975 13,339,067 4,613,390 1,839,059 19,791,515
1976 15,157,666 5,099,962 1,747,206 22,004,834
1977 16,950,671 5,634,243 1,670,398 24,255,311
1978 18,814,304 6,188,735 1,597,953 26,600,992
1979 20,613,139 6,834,779 1,543,962 28,991,881
1980 22,39,636 7,558,877 1,495,280 31,293,793
1981 23,733,243 8,339,032 1,502,155 33,574,430
1982 25,184,047 9,085,090 1,483,517 35,752,654
1983 26,637,287 9,697,187 1,481,802 37,816,275
1984 28,202,650 10,332,279 1,497,343 40,032,272
1985 29,871,873 10,922,503 1,500,626 42,295,002
1986 31,769,060 11,515,847 1,496,486 44,781,393
1987 34,055,497 12,201,16 1,500,890 47,757,503
1988 36,516,221 12,871,713 1,475,555 50,863,489
1989 39,312,682 13,493,017 1,478,321 54,284,020
1990 42,343,710 14,124,775 1,504,291 57,972,776
1991 45,930,265 14,712,721 1,528,70 62,171,855
1992 49,606,813 15,293,933 1,579,714 66,480,460
1993 53,374,458 15,867,856 1,636,038 70,878,352
1994 57,395,008 16,477,868 1,697,468 75,570,344
1995 61,761,352 17,152,255 1,696,857 80,610,463
1996 66,536,245 17,945,122 1,701,816 86,183,183




































































































































































































































































































































































































































Ⅰ 研究開発投資と経済成長  
[1] Aghion Philippe and Peter Howitt., “A Model of Growth through Creative Destruction.”  
Econometrica  vol. 60 (2) 1992, 323-352 
[2] Aghion Philippe and Peter Howitt., Endogenous Growth theory  The MIT Press 1998 
[3] Barro, Robert J. and Xavier Sala-I-Martin., Economic Growth. McGraw Hill 1995 
[4] Barro, Robert J.,  “Notes on Growth Accounting.” NBER Working Paper Series #.6654, 1998 
[5] Corsetti , Giancarlo and Nouriel Roubini “Optimal Government Spending and Taxation in 
Endgenous Growth Models.” NBER Working Paper Series #.5851, 1996 
[6] Helpman, Elhanan., General Purpose Technologies and Economic Growth. The MIT Press 
1998 
[7] Jones, Charles I., “R&D Based Models of Economic Growth.” Journal of Political Economy  
vol.103 (4) 1995 , 759-784 
[8] Jones, Charles I., “Population and Ideas: A Theory of Endogenous Growth” NBER Working 
Paper Series #.6285,  1997 
[9] King, Robert G., and Sergio Rebelo., “Public Policy and Economic Growth: Developing 
Neoclassical Implications.” Journal of Political Economy  vol. 98 (5) 1990 S126-150 
[10] Robelo Sergio., “Long Run Policy Analysis and Long Run Growth.” Journal of Political 
Economy  vol. 99 (3) 1991 500-521 
[11] Romer, Paul M., ”Increasing Returns and Long Growth.” Journal of Political Economy vol. 94 
(5) 1986, 1002-1037 
[12] Romer, Paul M., “Endogenous Technological Change.” Journal of Political Economy vol. 98 
(5) 1990, S71-101 
[13] 大住圭介 監訳『イノベーションと内生的経済成長』創文社1998 
[14] 櫻本 光・新保一成・菅 幹雄・貝沼直之・平下克己・浦島良日留・二宗仁史「わが国
経済成長と技術特性」経済企画庁『経済分析』第 149号 1997 
 
Ⅱ(マクロ)経済モデルによる政策シミュレーション 
[15] 藤井美文・菊池純一著「先端技術と経済」岩波書店 1992年 
[16] 経済企画庁総合計画局編「2010年技術予測」大蔵省印刷局 1991年 
[17] 橋本恭之『税制改革の応用一般均衡分析』関西大学出版部 1998 
[18] 淵勝彦・若林芳雄・今井玲子・高山裕一・岸淵和也・山口芳樹・玉田裕之・浦嶋良日
留・乃万一隆・倉知靖博・山岡博士・鈴木俊之・二宗仁史「第 5 次版 EPA 世界経済モ
デル」経済企画庁『経済分析』第 139号 1995 
[19] 堀雅博、鈴木晋、萱園理「短期日本経済マクロ計量モデルの構造とマクロ経済政策の
効果」経済企画庁『経済分析』第 157号 1997 
 121
 Ⅲ 研究開発投資の収益率測定  
[20] Arrow, Kenneth J., “Economic Welfare and the Allocation of Resources for Invention.” In 
Richard R. Nelson (ed.) The Rate and Direction of Inventive Activity.  Princeton University 
Press 1962 
[21] Bernstein, Jeffrey I., “Costs of Production Intra and Inter Industry R&D Spillovers: Canadian 
Evidence,” Canadian Journal of Economics 21(1988), 324-347. 
[22] Bernstein, Jeffrey I., “The Structure of Canadian Inter-Industry R&D Spillovers, and the Rates 
of Return to R&D,” Journal of Industrial Economics 37 (Mar.1989), 315-328. 
[23] Bernstein, Jeffrey I., and M. Ishaq Nadiri, “Inter-industry R&D Spillovers, Rates of Returns, 
and Production in High-tech Industries,” American Economic Review 78 (May.1988), 429-439. 
[24] Bernstein, Jeffrey I., and M. Ishaq Nadiri, “Research and Development and Industry 
Spillovers: An Empirical Application of Dynamic Duality,” Review of Economic Studies 56 
(1989), 249-267. 
[25] Bernstein, Jeffrey I., and M. Ishaq Nadiri, ”Rate of Return on Physical and R&D Capital and 
Structure of Production Process : Cross Section and Time Series Evidence.” In Advances in 
Econometrics and Modeling. Baldev Raj, ed. Dordrecht The Netherlands: Kluwer. (1989) 
[26] Cuneo Philippe. and Jacques. Mairesse., “Productivity and R&D at the Firm Level in French 
Manufacturing.” in Z. Griliches (eds.) R&D, Patents and Productivity , 375-92 University of 
Chicago Press 1984 
[27] Dasgupta P., and Joseph E. Stiglitz., “Industrial Structure and the Nature of Innovative 
Activity.”  Economic Journal  90 (1980), pp266-293. 
[28] Goto, Akira., and Kazuyuki Suzuki., ”R&D capital, Rate of Return on R&D Investment ansd 
Spill over of R&D in Japanese Manufacturing Industries.”  Review of Economics and Statistics 
vol. 71(4) (1989)  
[29] Griliches, Zvi, “Issues in Assessing the Contribution of Research and Development to 
Productivity Growth,” Bell Journal of Economics 10 (1979), 92-116. 
[30] Griliches, Zvi, (ed.) R&D, Patents, and Productivity  University of Chicago Press, 1984  
[31] Griliches, Zvi, “Productivity, R&D, and Basic Research at the Firm Level in the 1970’s,” 
American Economic Review 76 (Mar.1986), 141-153. 
[32] Griliches, Zvi, “The Search for R&D Spillovers,” NBER Working Paper #3768 , 1991 
[33] Griliches, Zvi., R&D and Productivity  University of Chicago Press 1998 
[34] Griliches, Zvi. and Jacques. Mairesse., “Comparing Productivity Growth: An Exploration of 
French and US Industrial and Firm Data.” European Economic Review 21, 89-119 , 1983 
[35] Griliches, Zvi. and Jacques. Mairesse., “Productivity and R&D at the Firm Level.” in Zvi. 
Griliches (eds.) R&D, Patents and Productivity ,339-74 University of Chicago Press 1984 
 12
[36] Griliches, Zvi., and M. Sassenou.,  “R&D and Productivity Growth: Comparing Japanese and 
US manufacturing Firms.” in C. Hulten (eds.) Productivity Growth in Japan and the United 
States University of Chicago Press 1990 
[37] Irwin, Douglas A. and Peter. J. Klenow, “Learning-by-doing in the Semiconductor Industry,” 
Journal of Political Economy 61 (1994), 1200-1227. 
[38] Jaffe, Adam B., “Technological Opportunity and Spillovers of R&D: Evidence from Firm’s 
Patents, Profits, and Market Value,” American Economic Review 76 (Dec. 1986), 984-1001. 
[39] Jaffe, Adam B., R. Henderson, and M. Trajtenberg, ”Geographic Localization of Knowledge 
Spillovers as Evidenced by Patent Citations,” Quarterly Journal of Economics 108 (1993), 
576-598. 
[40] Levin, Richard C., and Peter C. Reiss, “Cost-reducing and Demand-creating R&D with 
Spillovers,” The Rand Journal of Economics 19 1988, 538-556. 
[41] Lichtenberg, Frank R. and D. Siegel “The Impact of R&D Investment on Productivity: New 
Evidence using Linked R&D-LED Data.” NBER Working Paper  #2901  1989 
[42] Mansfield, Edwin., Industrial Research and Technological Innovation.  Norton 1968 
[43] Mansfield, Edwin, “Basic Research and Productivity Increases in Manufacturing.” American 
Economic Review 70, 863-73, 1980 
[44] Mansfield, Edwin, “Industrial R&D in Japan and the United States: A Comparative Study,” 
American Economic Review 78 (May.1988), 223-228. 
[45] Nadiri, W Ishaq., “Innovations and Technological Spillovers,” NBER Working Paper #4423 
1993 
[46] Shankerman, M.ark,  “The effects of Double Counting and Expensing on the Measured 
Returns to R&D.” Review of Economics and Statistics 63, 454-58, 1981 
[47] Terleckyi, Nestor. E.,  “Effects of R&D on the Productivity Growth of Industries: A 
Exploratory Study.” Washington, National Planning Agency 1974 
[48] 後藤晃・本城昇・鈴木和志・滝野沢守「研究開発と技術進歩の経済分析」『経済分析』
第 103号, 1986 




[50] Goto, Akira., and Hiroyuki Odagiri., Innovation in Japan  Oxford University Press (1997) 
[51] Levin, Richard C., Wesley M. Cohen, and David C. Mowery, “R&D Appropriability, 
Opportunity, and Market Structure: New Evidence on Some Schumpeterian Hypotheses,” 
American Economic Review 75 (May. 1985), 20-24. 
[52] Klevorick, Alvin K., Richard C. Levin, , Richard R. Nelson, and Sidney G. Winter, “On the 
 123
Source and Significance of Inter-industry Differences in Technological Opportunities,” 
Research Policy 24 (1995), 185-205 
[53] 菊池純一・石井康之「知的財産と無形資産の価値評価についての基礎研究」『文部省
科学研究調査 基礎研究C報告書』1999 
[54] Odagiri, Hiroyuki,. “R&D Expenditures, Royalty Payments, and Sales Growth in Japanese 




[55] Bosworth, D. L., "The Rate of Obsolecence of Technical Knowledge - A Note." Journal of 
Industrial Economics  26 , March 1978 
[56] Pakes Ariel. and Mark. Shankerman., "The Rate of Obsolecence of Technical Knowledge, 
Research Gestation Lags and the Private Rate of Return to Research Resources."  R&D, 
Patents and Productivity  Zvi Griliches (ed.) University of Chicago 1984 
[57] Pattel, P., and L. Soete., "Measuring the Economics Effects of Technology." OECD STI 
Review  No.4, Dec 1988 
[58] Shott, K., "Investment in Private Industrial research and Development in Britain." Journal of 






[60] Adam, James D., “Endogenous R&D Spillovers and Industrial Research Productivity.” 
Mimeograph 1998 
[61] Carmichael, J., “The Effects of Misson-Oriented Public R&D Spending on private industry.” 
Journal of Finance (1981) June 
[62] Cockburn Iain., and Rebecca Henderson., “Public-Private Interaction and the Productivity of 
Pharmaceutical Research.”  NBER Working Paper #6018 (1997) 
[63] Levy, D. M., and N. E. Terleckyj, “Effects of Government R&D on Private R&D Investment 
and Productivity: A Macroeconomics Analysis.” The Bell Journal of Economics 14 (1983), 
551-561. 
[64] Lichtenberg, Frank R., “The Relationship between Federal Contract R&D and Company 
R&D.” American Economic Review 74 (1984), 73-78. 
[65] Lichtenberg, Frank R., “The Effect of Government Funding on Private Industrial Research and 
 124
Development: A Re-Assessment..”  Journal of Industrial Economics XXXVI (1987), 97-104. 
[66] Lichtenberg, Frank R., “The Private R&D Investment Response to Federal Design and 
Technical Competitions.” American Economic Review 78 (1988), 550-559. 
[67] Mamuneas, Theofanis P., and M. Ishaq Nadiri., ”Public R&D Policies and Cost Behavior of 
the US Manufacturing Industries.” Journal of Public Economics 63 (1996), 57-81. 
[68] Mowery, David C. Science and Technology Policy in Independent Economy, Kluwer Academic 
Publisher (1994) 
[69] Klette, Tor Jakob., Jarle Moen and Zvi Griliches “Do Subsidies to Commercial R&D Reduce 
Market Failures? Microeconomic Evaluation Studies.” NBER Working Paper Series #6947, 
1999 
[70] 永田晃也『マクロモデルによる政府研究開発投資の経済効果の計測』科学技術政策研




[71] Altshuler, Rosanne., “A Dynamic Analysis of the Research and Experimentation Credit.” 
National Tax Journal 41(4) (1988), 453-466. 
[72] Cordes, Joseph J., “Tax Incentives and R&D Spending: A Review of the Evidence.” Research 
Policy 18 (1989), 119-133. 
[73] Cordes, Joseph J., Harry S. Watson, and J. Scott Hauger, “Effects of Tax on High Technology 
Firms.”  National Tax Journal 40 (1988), 373-391. 
[74] Eisner, Robert., Steven H. Albert., and Martin A. Sullivan., “The New Incremental Tax Credit 
for R&D: Incentive or Disincentive?”  National Tax Journal 37(2) (1984), 171-183. 
[75] General Accounting Office, The Research Tax Credit Has Stimulated Some Additional 
Research Spending Washington DC: Report GAO/GGD-89-114.(1989) 
[76] Goolsbee, Austan., “Does Government R&D Policy Mainly Benefit Scientists and Engineers?” 
NBER Working Paper Series  # 6532 (1998) April. 
[77] Hall, Bronwyn H., “R&D Tax Policy During The 1980s: Success or Failure?” Tax Policy and 
The Economy vol.7 The MIT Press (1993), 1-35.   
[78] Hall, Bronwyn H., and John van Reenen., “How Effective Are Fiscal incentives for R&D? ; A 
Review of the Evidence.” NBER Working Paper Series  # 7098 (1999) April. 
[79] Hines, James R. Jr. “On the Sensitivity of R&D to Decline Tax Changes: The Behavior of U.S 
Multinationals in the 1980s.” in Studies in International Taxation University of Chicago Press 
(1993), 149-193. 
[80] Hines, James R. Jr., “No Place like Home: Tax Incentives and the location of R&D by 
American Multinationals.” Tax Policy and The Economy vol.8 The MIT Press (1994), 65-104. 
 125
 126
[81] Mansfield, Edwin., “Public Policy Toward Industrial Innovation: An International Study of 
Direct Tax Incentives for R&D.” in K. Clark., R. Hayes., and C. Lorentz. eds. The Uneasy 
Alliance: Managing the Technology-Productivity Dilemma. Harvard Business School Press, 
Cambridge, Massachusetts(1985) 
[82] Mansfield, Edwin., and L. Switzer., “The Effects of R&D Tax Credits and Allowances  in 
Canada.”  Research Policy 14 (1985), 97-107. 
[83] McCutchen, William W. Jr., “Estimating the Impact of the R&D Tax Credit on Strategic 
Groups in the Pharmaceutical industry.”  Research Policy 22 (1993), 337-351. 
[84] OECD Committee for Scientific and Technological Policy. Fiscal Measures to Promote R&D 
and Innovation (OECD,1996) 
[85] OTA(Office of Technology Assessment), The Effectiveness of Research and Experimentation 
Tax Credits, (1995) September 
民間企業用 






























担当 鶴田 横山 森永 
 














貴社名                
所在地                
  十
万 
万 千 百 十 人          
全社の 
従業員数 
































（平成９年度）        
営業利益高 
（平成９年度）
       
所属部署                
役 職 名                























11．ゴム製品工業 23. その他 
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総額        対前年度比率    ％
人件費        自己資金比率    ％
原材料費            
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２．応用研究  ３．開発研究 
いては問５下の※をご参照下さい） 
付問3-2 付問３－３ 付問3
要 理由 ①研究開始年 期間 ②総額 段階 
５ 
２ １９ ８ ３ 年 ４ 
(    )億 
  
      
   
１９ 年 
 (    )億  
      
   
１９ 年 
 (    )億  
      
   
１９ 年 
 (    )億  
      
   
１９ 年 
 (    )億  
      
   
１９ 年 






 １．すぐに導入された ２．１年以上～３年未満 ３．３年以上～５年未満 ４．５年以上～７年未満 
 ５．７年以上～10年未満 ６．10年以上～15年未満 ７．15年以上 
②設備投資額 
 １．1,00万円未満 ２．1,00万円以上～5,000万円未満 ３．5,00万円以上～1億円未満 ４．1億円以上～5億円未満










 １．３年未満 ２．３年以上～５年未満 ３．５年以上～10年未満 ４．10年以上～20年未満 
 ５．20年以上～30年未満 ６．30年以上 
②年平均の営業利益高 
 １．500万円未満 ２．500万円以上～１,000万円未満 ３．１,000万円以上～5,000万円未満 
 ４．5,000万円以上～１億円未満 ５．１億円以上～５億円未満 ６．５億円以上～10億円未満 













 １．現在も保有している ２．現在は保有していないが、過去は保有していた（特許権の放棄又は存続期間切れ） 
 
④過去の保有期間について該当するものをそれぞれ選びご記入下さい。 









-4 付問３－５ 付問３－６ 付問３－７
①時期 ②設投 ①期間②利益 ①有無 件数 ②特許名 出願年 登録年 ③有無 ④過去
４ ７  
１ ３ 
(    )億 
３ 
(    )億 
１ 
 
４ ５ 件 コンクリートの高強
度・流動化剤 １９ ８ ８ 年１９ ８ ９ 年 １  
               




      
年１９ 年
               




      
年１９ 年
               




      
年１９ 年
               




      
年１９ 年
               

























１．１割未満 ２．１割以上～２割未満 ３．２割以上～３割未満 
４．３割以上～４割未満 ５．４割以上～５割未満 ６．５割以上～６割未満 
７．６割以上～７割未満 ８．７割以上～８割未満 ９．８割以上～９割未満 





  プロジェクト予算総額の対当初予算比率    ％  
  ※プロジェクト予算総額の対当初予算比率は、５％の伸びであれば105とご記入ください 
  ※単年度の予算増額が前倒しのためでありプロジェクト予算総額が当初予算と変わらない場合は、100とご記入ください 
  実施予定期間    ヶ月  
        












基礎研究段階のテーマが成功する確率    ％ 
応用研究段階のテーマが成功する確率    ％ 
開発段階のテーマが成功する確率    ％ 


















 現在保有している特許     件 
内 自社が権利を実施しているか他社に実施許諾を行っている特許     件 









 １．顧客 ２．材料・部品、機器・設備等の供給業者 
 ３．競合他社 ４．業界団体 
 ５．国公立大学 ６．私立大学 




















   千 百 十 件 千 百 十 件
  国公立大学  
  私立大学  



































































国公立大学 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
私立大学 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

















   そのうち主要な事例を１つ選んで、以下の質問にお答え下さい。 
 
付問13－１．許諾を受けた相手先機関の名称  




特許の名称：                          






















   
設備投資額          









   １．ある   ２．ない（問16へお進みください） 
          業務開始までの期間 




          利益の得られる期間 






   １．増加試験研究費税額控除制度 
   ２．基盤技術研究開発促進税制 
   ３．特別試験研究費税額控除制度 
   ４．鉱工業技術研究組合に対する支出金の特別償却制度 
   ５．技術等海外取引に係る所得の特別控除制度 




































































 研究テーマの名称（                            ） 
 








































 研究テーマの名称（                            ） 
 



























































































































在 地  
学部・貴機関の 
種    類 
○ は １ つ ） 
１．国立大学  ２．公立大学  ３．私立大学  ４．大学共同利用機関 




○ は １ つ ） 




役 職 名  













千 百 十 人  













    
技能者数 
















































付問２－１． 日本学術振興会 特別研究員制度 
 
１．いる    人         ２．いない 
（うち大学院博士課程修了者    人） 
 
付問２－２． 科学技術振興事業団 科学技術特別研究員制度 
 


























総額       
人件費       
原材料費       
有形固定資産の購入費       
 土地         
内 建物など         
訳 機械･器具･装置など         対
 その他の有形固定資産         




       
対前年度比率は５％の伸び     
前年度比率    ％
     









 研究に必要なすべての有形固定資産（耐用年数が１年以上で、取得価格が 20万円以上のもの）の購入額をいいます。 
  建物など…………………建物（附属設備を含む。）、構築物、船舶、航空機 
  機械・器具・装置など…耐用年数１年以上でかつ取得価額が 20万円以上の機械、装置、車両、その他の運搬具、 
工具、器具及び備品 



















科学研究費補助金      
その他の時限付き研究制度による研究費      











現在保有している日本国特許数      件 
 
  












１．農林水産業 ９．石油製品・石炭製品工業 17．電気機械工業 
２．鉱業 10．プラスチック製品工業 18．輸送用機械工業 
３．建設業 11．ゴム製品工業 19．精密機械工業 
４．食品工業 12．窯業 20．その他の工業 
５．繊維工業 13．鉄鋼業 21．運輸・通信・公益業 
６．パルプ・紙工業 14．非鉄金属工業 22．ソフトウエア業 
７．出版・印刷業 15．金属製品工業 23．その他 
























１．農林水産業 ９．石油製品・石炭製品工業 17．電気機械工業 
２．鉱業 10．プラスチック製品工業 18．輸送用機械工業 
３．建設業 11．ゴム製品工業 19．精密機械工業 
４．食品工業 12．窯業 20．その他の工業 
５．繊維工業 13．鉄鋼業 21．運輸・通信・公益業 
６．パルプ・紙工業 14．非鉄金属工業 22．ソフトウエア業 
７．出版・印刷業 15．金属製品工業 23．その他 













   １．事業化された   ２．今のところ事業化されていない   ３
 
  ○は１つ）。 
．わからない 
問９． 科学技術政策に対するご意見、ご要望があれば、自由にお書き下さい。 
 
 
 
 
事務局用記入用紙はここまでです。ご協力ありがとうございました。 
 
返送の際は、お手数ですが、貴学部・貴機関の研究者の方々に配布・ご記入いただいた附属調
査票をご回収の上、本調査票と一緒に返信用封筒（切手不要）にて 
 
ご投函下さいますようお願い致します。 
 
平成11年１月29日（金）までに
 
  
科学技術政策に関する意見（アンケート結果より） 
 
【民間企業】 
 
◆支援施策 
 ○補助金・支援金制度 
・新しい支援金制度の創設 
・採用枠の拡大、充実 
・制約を少なくする。申請や会計検査などの手続の簡素化。 
・応用研究や開発研究に対する補助金制度の充実 
・自由なベンチャー的技術開発に対するオープンな技術資金援助 
・中規模程度の技術開発に対する資金援助 
・研究開発優遇税制の存続及び手続の簡便化 
 ○その他支援 
・人材育成のための支援 
・企業個別の事情に応じたコンサルティングの無料実施 
・公的試験研究機関への試験委託料金の廉価化 
◆情報公開・普及 
・国の研究成果の民間への情報公開 
・インターネットを利用した科学技術データベースや関係するホームページ等の電子情
報活用の推進 
・研究開発優遇税制や補助金支援制度に関する情報の普及 
◆その他 
・科学技術政策に関して、より分かりやすいビジョンの提示 
・産学共同研究の推進 
・環境、エネルギー、医療・福祉、資源、ライフサイエンス等ハイリスクな分野の研究
開発の実施 
・パテントの審査期間の短縮 
・「技術士」制度のより一層の活用 
・シニア研究者、技術者の再活性化政策 
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【大学・研究機関調査】 
 
◆予算配分 
・縦割りではない、省庁を超えた総合的科学技術政策の立案と実施。科学技術関連予算
の効率的配分 
・研究予算の巨大プロジェクト、有名プロジェクトへの偏重を是正し、配分を細分化し
て中規模、小規模な研究に対する支援も充実させる。 
・基礎研究分野への配分偏重の改善 
・基礎研究分野のより一層の支援。長期的・大局的な研究開発の重視・支援・実施 
・公立大学・私立大学、公立試験研究機関に対する研究支援の充実 
・研究開発費の拡大と、公募研究領域の拡大 
 
◆手続に関して 
・補助金等制度の内容、申請方法、公示日などをわかりやすく改善 
・採用研究に対する制約・報告義務の緩和 
・事務手続きの簡素化 
・経費の次年度繰越の容認 
 
◆技術移転 
・技術移転を制度化するための、各大学主導の TLOなどの早期実現 
・異分野間の情報交換、技術提携の支援施策の実施 
・技術の民間移転を助ける機関（公的弁理士等）の一層の整備・拡充 
・大学の研究成果が円滑かつ速やかに中小企業等に技術移転しやすくする制度の充実 
・国立試験研究機関、大学等の技術シーズを企業に移転する際に、公立試験研究機関が
関与して実用化を図る機会が増えている。こういった際に利用できるような補助制度
の整備 
・民間との共同研究を容易にするような制度の整備 
 
◆その他 
・研究環境の整備充実。建物をはじめとする基盤設備の整備・充実。必要な研究器材の
購入。 
・オーバードクターなどの処遇改善 
・共同研究に際し、柔軟な対応を可能とするような、大学教官の服務規程の緩和等 
・民間等外部資金の導入を図るための方策の検討 
・特許申請体制の整備 
・エネルギーのような人類生存の基盤となる分野や災害防止のための技術等の研究の重
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視 
・若者を引きつけるような確固たる「科学技術哲学」の構築 
・小中高校生の教育の充実 
 
【研究者調査】 
 
◆研究支援のあり方 
・ハイリスク・ハイリターンな研究に対する投資の増額 
・基礎研究に対する支援。すぐに実用化にはつながらない地味な研究に対する支援の充
実 
・地場産業に密着した開発研究に対する支援 
・実用性のある応用研究、開発研究に対する支援 
・従来技術の向上に対する配慮。 
・「戦略的基礎研究推進事業」のような異種分野にまたがった野心的な研究戦略への支
援は大変良い。 
・長期的・大局的な研究開発の重視・支援・実施 
・開発研究を臨床応用するために必要となる研究費の支援 
・研究は必ずしも競争的条件下でのみ生まれるのではないことを政策に反映して欲しい。 
・発想の豊かなテーマについて、成果を問題にせず、まず実施させる予算を与えるよう
な制度を。 
・研究費の配分の細分化による、中規模、小規模な研究に対する広く薄い支援の充実。
研究者１人でも応募できるような数多くの研究公募の実施。 
・米国のような、一年中いつでも応募申請のできる「新技術開発」を主眼においた研究
奨励制度の設立 
・省庁間のより密接な連絡のもとでの、省庁を超えた研究開発予算の設置 
・研究費配分方法の公正化。研究費助成を申請する際の採否の基準の明確化。審査過程
の透明化。 
 （予算執行時における柔軟な運用） 
・予算の次年度持ち越しを認める（単年度では予算の使い方に無理・無駄が生じる場合
がある）。３年から５年単位の長期の研究費助成の増加。 
・研究開発に携わる大学院学生等に対する、学会発表のための旅費の支給など研究予算
上の配慮。（大学院生も積極的に国際会議に参加・講演するようになっており、渡航
費の捻出に苦労している） 
・人件費として執行できる経費の増額（若手研究者、技術者に対する活躍の場の提供に
つながる） 
・企業の研究者に対する支払いを可能に。 
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・画一的ではない、実態に応じた設備の維持費の支給。 
・予算から決算にいたるまでの書類作成の軽減。 
・CRESTは従来の制度と比較して柔軟で利用しやすい。 
・速やかな研究費の支給 
・研究費配分後の業績評価体制を確立し、評価結果を次回の配分に還元すべき。 
 
・プロジェクト研究の間、レンタルで使用できるような実験施設の整備 
・大型研究施設の充実、共同利用の実験施設の増加 
・異分野の研究者間の情報交換を効率よく行うための場やシステムの構築 
・科学技術庁からの研究費の公募等について、大学・研究機関に対する広くかつ詳細な
情報の提供 
 
◆地方・私学 
・私学助成の拡大。 
・奨学寄付金等、寄付行為の税額控除の拡大。国立大学への奨学寄付金は課税控除の対
象となる。私立大学についてもこれに相当する施策を実施して欲しい。 
・地方に対する援助の充実。地方の研究者への十分な情報の伝達。 
・地域の活性化、地域の環境保護・保全に結びつくような研究の推進 
 
◆民間との共同研究 
 （大学と民間企業がもっと密接に研究開発できるような環境整備） 
・民間との協調をもっと推進すべく、科学研究費の民間版を設ける。産官学の共同研究
において、民間側にも国からの予算措置を。 
・良い腕を持っているが資金力が弱い中・小規模企業を共同研究に引き込めるような、
企業が気軽に使える（少額でよいが、ある程度長期間）援助制度 
・大学の実際的研究と企業の希望する研究課題との間の調整機関。大学と企業間の研究、
企画、提携を仲介、紹介する機関の設立。 
・国立大学の教官がもっと自由に民間企業と交流できるような体制作り 
・民間企業と大学との研究協力について、物的交流だけでなく、人的交流に対する支援
を 
・企業から計算機等の器具を借りて、または寄付を受けて使用することを容易にする 
・産学共同による技術開発の成果が地方の民間企業に根付くような政策。実用化のノウ
ハウを持たない中小企業等に対するコンサルティングサービスの実施。 
・人材育成のために、産業界が積極的に大学等に投資するような社会的仕組み作り。 
 
◆特許、情報 
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・大学の研究者が自己の知的財産を預託できるような大学知的財産機構の設置。社会的
にも、開発者個人にもなんらかのメリットが得られるようなシステムの構築。 
・特許出願、申請に関する費用の助成。 
・研究成果について、より一層利用しやすい形での公表方法の確立 
・大学等の公的研究機関に埋もれた研究成果の発掘と実用化への援助の積極的推進。 
 
◆若手研究者 
・ポスト・ドクトラル研究員の将来の就職先の確保 
・若手研究者（助手等）に対する助成 
・大学院生に対する国家補助の大幅投入、経済的支援の拡大。 
・有能な若手研究者の育成 
・多様な分野に学生が分散するような予算措置 
 
◆その他 
・大学における業績評価に関し、論文数に重点が置かれている状況の改善。成果として、
企業へのコンサルティングも認めて欲しい 
・ベンチャー的な新規事業を立ち上げる際に障害となる許認可システムの是正 
・ベンチャー支援策について、研究開発支援のみならず、マネージメントに関する人的
支援を並行して実施すべき 
・国立大学教官の兼業手続などを合理的に、簡単に。 
・国際共同研究を行う機会を多く与えてほしい。 
・海外からの PD受け入れ体制の拡充 
・科学技術庁に経済活性化効果を期待する場合、環境コストを含めた広い意味での経済
効果をもっと高く評価していく必要性を感じる。 
 
